
「水理学」試験問題 (2013年 2月 4日 )

1.長 さχ‐方向にす様な , 水平に置かれた円管内に,定常層流が流れている

但 agen‐POiSeuille流 れ). χ―ッ=z‐
直交座標系における Navier‐ Stokes方程式
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を,円管横断面の中心に原点をとったr_θ ―極座標系へ変換することより,

この流れの流速分布支配式が
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であることを示せ。ただ し,gは重力加速度,ン は動粘性係数,"はχ方向

流速,η はピエゾ水頭
(=元F+')で

あり,その他の記号は通常の慣例に従う。

なお,多+多 =多
:
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の導出過程も含めること。

「乱流」について,以下劫～I)の用語すべてを用いて説明せよ.
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